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数学Ⅱ 第 1 章 式と証明 No.5 

学習のねらい 

等式・不等式の証明方法を理解しよう！ 

 

1.等式の証明 

 等式を証明するときは、以下の⽅針がよく⽤いられる。 
 
 ①𝐴か𝐵の⼀⽅を変形して、他⽅を導く。 
 ②𝐴 = 𝐶、𝐵 = 𝐶を⽰す。 
 ③𝐴 − 𝐵 = 0を⽰す。 
 
2.比例式 

 𝑎：𝑏 = 𝑐：𝑑や!
"
= #

$
のように、⽐や⽐の値が等しいことを表す等式を

⽐例式という。 

 また、!
%
= "

&
= #

'
を𝑎：𝑏：𝑐 = 𝑥：𝑦：𝑧と表す。この𝑎：𝑏：𝑐を𝑎、𝑏、𝑐

の連⽐という。 

𝑎：𝑏：𝑐 = 𝑥：𝑦：𝑧のとき、!
%
= "

&
= #

'
が成り⽴つので、これを𝑘とおく

ことにより𝑎 = 𝑥𝑘、𝑏 = 𝑦𝑘、𝑐 = 𝑧𝑘と表される。 
 
 
 

3.不等式の証明 

 不等式を証明するときは、以下の⽅針がよく⽤いられる。 
 
 ①𝐴 − 𝐵 > 0を⽰す。 
 ②𝐴 > 𝐶、𝐶 > 𝐵を⽰す。 
 
4.相加相乗平均 

 2 つの実数𝑎、𝑏について、!("
)

を𝑎と𝑏の相加平均、𝑎 > 0、𝑏 > 0のと

き、√𝑎𝑏を𝑎と𝑏の相乗平均という。 
 この 2 つの平均には、次のような関係がある。 
 
 𝑎 > 0、𝑏 > 0のとき、 

𝑎 + 𝑏
2

≧ √𝑎𝑏 (等号は、𝑎 = 𝑏のときに成り⽴つ) 

 
証明 
 𝑎 > 0、𝑏 > 0であるから 

   𝑎 + 𝑏
2

− √𝑎𝑏 =
1
2
7𝑎 − 2√𝑎𝑏 + 𝑏8 =

1
2
97√𝑎8

)
− 2√𝑎√𝑏 + 7√𝑏8

)
:	

        		 =
1
2
7√𝑎 − √𝑏8

)
≧ 0 

 ゆえに、!("
)
≧ √𝑎𝑏 

 等号が成り⽴つのは√𝑎 − √𝑏 = 0すなわち𝑎 = 𝑏のときである。 
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♢問題 

1. 次に等式が成り⽴つことを証明せよ。 
 (𝑎) + 𝑏))(𝑥) + 𝑦)) = (𝑎𝑥 + 𝑏𝑦)) + (𝑎𝑦 − 𝑏𝑥)) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
2. 𝑎：𝑏：𝑐 = 1：2：3、𝑎 + 𝑏 + 𝑐 = 24のとき、𝑎、𝑏、𝑐の値を求め

よ。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

3. 不等式𝑎) + 4 ≧ 4𝑎が成り⽴つことを証明せよ。また、等号が成⽴す
るときの𝑎の値を求めよ。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

4. 𝑥 > 0のとき、𝑥 + *
%
の最⼩値を求めよ。 

 
 
 


